
学
習
会
は
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
変
化
の
説
明
か
ら
始

ま
り
、
今
後
の
日
本
の
問

題
と
し
て
「
人
口
減
少
・

働
く
人
が
い
な
く
な
る
」

可
能
性
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

持
続
可
能
で
実
現
可
能
な

働
き
続
け
ら
れ
る
仕
組
み

を
創
る
必
要
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
に
よ
っ
て
、

何
が
変
わ
り
、
何
が
問
題

と
な
る
か
、
例
え
ば
「
有

休
の
取
得
年
５
日
の
義
務

化
」
に
よ
る
時
期
指
定
の

問
題
や
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
」
に
よ
る
看
護
師
の

配
置
基
準
の
ク
リ
ア
等
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
全
病
院
共
通
課

題
で
も
あ
る
「
時
間
外
勤

務
問
題
」
に
つ
い
て
、

「
学
習
会
」
「
勉
強
会
」

「
研
修
会
」
な
ど
が
「
業

務
直
轄
」
か
「
自
己
研
鑽
」

か
を
静
岡
県
で
は
機
構
側

と
話
し
合
い
は
っ
き
り
さ

せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。学

習
会
の
最
後
に
参
加

者
か
ら
、
育
児
短
時
間
勤

務
制
度
に
よ
り
８
時
間
未

満
の
勤
務
時
間
を
選
択
す

る
職
員
が
多
く
な
り
、
夜

勤
要
員
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
の
質
問
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
全
国
の
状
況
を
も
と
に

解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え

ま
し
た
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №110

県立病院ではたらく仲間をつなぐ
２０１8．11．19

№110
愛知県病院事業庁職員組合
〒460-0001 名古屋市中区三の丸３－２－１

愛知県東大手庁舎内
電話(052)212-8031 FAX(ﾌﾘｰｱｸｾｽ)0120-930-340
メールアドレス byoin@aichikenshoku.gr.jp
発行責任者 權 田 行 儀

10
月
23
日
、
小
児
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
講
師
に
静
岡
県
立
病
院
労
働

組
合
執
行
委
員
長
の
牧
田
彰
一
郎
氏

を
お
招
き
し
、
病
院
組
合
学
習
会

「
医
療
職
に
お
け
る
働
き
方
を
考
え

る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
各
分
会
か
ら
31
名
が
参
加

し
、
静
岡
県
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の

医
療
の
現
場
に
お
け
る
状
況
や
問
題

点
な
ど
を
講
義
か
ら
学
び
、
病
院
職

場
に
お
け
る
「
働
き
方
を
考
え
る
」

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

静岡県立病院労働組合 執行委員長

静岡県立こども病院看護師

牧田彰一郎氏

勉
強
会
や
研
修
に

つ
い
て
、
静
岡
県

で
の
時
間
外
の
取

り
決
め
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
？

公 示

愛病組選管公示第２０１８－４－２号

２０１８年９月２８日執行の愛知県病院事業庁職員組合２０１９年度役員選挙は、同年

９月１２日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超えなか

ったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条第３

項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１８年９月１３日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 岡田 さゆり

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

青 年 部 長 丹 村 衣 里 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

青 年 部 副 部 長 岩 佐 恭 平 （再） 精神医療センター分会 

青年部事務局長 宮 脇 円 （新） がんセンター中央病院分会 

青年部常任委員 畔 栁 侑 季 （新） がんセンター愛知病院分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１８－４－３号

２０１８年９月２８日執行の愛知県病院事業庁職員組合２０１９年度役員選挙は、同年

９月１２日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超えなか

ったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条第３

項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１８年９月１３日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 岡田 さゆり

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

女 性 部 長 髙 岡 薫 （新） 精神医療センター分会 

女 性 部 副 部 長 嘉 津 山 瑞 恵 （新） がんセンター中央病院分会 

女性部事務局長 立 松 千 鶴 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

女性部常任委員 山 本 美 伽 （新） がんセンター愛知病院分会 

〃 河 上 千 恵 （再） 病院事業庁本庁分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１８－４－１号

２０１８年９月２８日執行の愛知県病院事業庁職員組合２０１９年度役員選挙は、同年

９月１２日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超えなか

ったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条第３

項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１８年９月１３日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 岡田 さゆり

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

執 行 委 員 長 權 田 行 儀 （再） あいち小児保健医療総合センター分会 

副 執 行 委員 長 上 田 一 郎 （新） 精神医療センター分会 

書 記 長 三 輪 洋 介 （新） がんセンター中央病院分会 

執 行 委 員 榎 本 愛 （新） がんセンター中央病院分会 

〃 原 田 友 紀 （新） あいち小児保健医療総合センター分会 

〃 中 村 正 喜 （新） 精神医療センター分会 

〃 酒 井 典 子 （新） 病院事業庁本庁分会 

〃 森 佐 代 美 （新） がんセンター愛知病院分会 

〃 神 谷 謙 市 郎 （新） がんセンター愛知病院分会 

監  査  委 員 小 出 博 孝 （新） 精神医療センター分会 

〃 段 家 貢 司 （新） 病院事業庁本庁分会 

公 示

愛病組選管公示第２０１８－４－４号

２０１８年９月２８日執行の愛知県病院事業庁職員組合２０１９年度役員選挙は、同年

９月１２日に立候補の受付を締め切ったところ、各役職について候補者が定数を超えなか

ったことから、愛知県病院事業庁職員組合選挙および投票管理に関する規則第２２条第３

項の規定に基づき、次の者を無投票当選とする。

２０１８年９月１３日

愛知県病院事業庁職員組合

選挙管理委員会委員長 岡田 さゆり

（公印省略）

役  職  名 氏  名  所      属 

現業評議会議長 前 田 安 義 （新） がんセンター愛知病院分会 

現業評議会副議長 村 松 宗 和 （新） がんセンター中央病院分会 

2018年11月19日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №110 (4)

10
月
に
名
古
屋
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
「
天
空
」

と
サ
ー
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
「
マ
ン
ジ
ャ
ー

レ
」
に
て
病
院
組
合
交
流
会
を
開
催
し
、
延
べ

百
名
以
上
の
組
合
員
が
参
加
し
て
、
美
味
し
い

ラ
ン
チ
や
デ
ザ
ー
ト
に
大
満
足
の
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。



病
院
組
合
は
５
月
よ
り

組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
組
合
員
の
熱
い
思
い

を
く
み
上
げ
、
要
求
書
を

病
院
事
業
庁
へ
提
出
し
ま

し
た
。
次
に
掲
げ
る
項
目

を
重
点
的
に
要
求
し
ま
し

た
。

○
精
神
の
薬
剤
師
に
調
整

数
「
１
」

調
整
数
は
「
結
核
・
精

神
・
集
中
治
療
室
」
が
他

と
比
較
し
て
高
く
設
定
し

て
あ
る
。
今
回
、
薬
剤
師

の
調
整
数
が
削
減
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
精
神
に
対

し
調
整
数
１
を
要
求
。

○
抗
が
ん
剤
ミ
キ
シ
ン
グ

手
当抗

が
ん
剤
な
ど
危
険
性

の
高
い
薬
剤
の
ミ
キ
シ
ン

グ
に
対
し
て
、
他
の
同
職

種
と
比
較
し
て
、
著
し
く

危
険
で
頻
度
も
多
い
。

○
院
内
研
修
・
会
議
は
勤

務
時
間
中
で

出
席
を
確
認
し
た
り
す

る
院
内
研
修
や
会
議
は
、

自
己
研
鑽
と
は
言
え
ず
業

務
命
令
と
考
え
ま
す
。
業

務
上
必
要
で
あ
れ
ば
、
勤

務
時
間
外
に
行
う
の
で
は

な
く
、
勤
務
時
間
内
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

時
間
外
勤
務
時
間
・
時
間

外
勤
務
手
当
の
削
減
に
つ

な
が
る
。

○
経
営
状
況
の
理
解
の
た

め
病
院
事
業
庁
会
議
に
組

合
三
役
が
出
席
で
き
る
よ

う
に経

営
を
良
く
し
て
い
く

た
め
に
は
、
労
使
が
一
体

と
な
っ
て
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
組
合
員
に
経
営

状
況
を
説
明
す
る
た
め
、

組
合
本
部
三
役
が
病
院
事

業
庁
の
管
理
会
議
等
に
出

席
し
て
、
経
営
状
況
を
理

解
す
る
機
会
を
求
め
る
。

〈
院
内
研
修
・
会
議
の
一

覧
表
作
成
要
求
〉

病
院
事
業
庁
が
、
各
病

院
の
院
内
研
修
・
会
議
を

全
て
洗
い
出
し
、
ど
の
会

議
等
が
時
間
外
で
実
施
し

て
い
る
の
か
の
一
覧
表
を

作
成
す
る
の
で
、
１
月
下

旬
ま
で
に
そ
の
一
覧
表
を

組
合
に
提
出
し
て
も
ら
う

よ
う
求
め
ま
し
た
。
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10
月
15
日
、
病
院
事
業
庁
交
渉
を
行
い
、

「
平
成
31
年
度
当
初
予
算
計
画
に
関
す
る
要

求
書
」
を
病
院
事
業
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

11
月
15
日
、
病
院
事
業
庁
か
ら
、
平
成
31

年
度
当
初
予
算
計
画
に
関
す
る
要
求
「
統
一

要
求
」
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
（
主
な
要

求
・
回
答
は
3
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）

10月15日 川口管理課長(左)に要求書を提出する権田執行委員長

11
月
15
日
の
病
院
事
業
庁
交
渉
の
席
に
お
い
て
、

岡
崎
市
民
病
院
へ
の
派
遣
期
間
に
つ
い
て
、
平
成

31
年
4
月
か
ら
２
年
間
の
派
遣
期
間
（
※
育
児
休

業
を
取
得
し
た
場
合
は
、
実
勤
務
年
数
が
２
年
）

と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
崎
市
民
病
院
で
は
職
員
の
駐
車
場
使

用
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
岡
崎
市
へ
の
派
遣

期
間
中
は
駐
車
場
使
用
料
金
が
免
除
と
な
る
こ
と

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
さ
れ
る
職
員
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
看
護

師
は
140
名
程
度
と
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
に
つ
い
て
は
人
数
を
示
す
と
誰
が
派
遣
対
象

と
な
る
の
か
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
と
の
こ
と
で
、

具
体
的
な
数
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

派
遣
さ
れ
る
職
員
の
内
示
に
つ
い
て
は
、
通
常

の
内
示
よ
り
1
週
間
程
度
早
く
示
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。

要 求 内 容 回     答 

Ⅰ 統一要求 

１ 人員・組織・機構に関する要求

(5) 育児短時間勤務等について、本人が取得しや

すい職場づくりをするとともに、他の職員へ負担

とならないように定数を除外すること。 

育児短時間勤務に伴う短時間勤務職員の任用等

により、業務への支障がないよう努めていきたい。

２ 賃金・手当に関する要求

(1)  専門・認定の資格者について手当を新設する

こと。 

現状どおりとしたい。なお、専門・認定看護師の

処遇については、今後も検討していく。 

(2)  深夜特殊業務の手当に関して、当面、国の手

当と同額とすること。 

 国に準じた対応を検討したい。 

(3)  三交代深夜勤務出勤のためのタクシー代を全

額負担すること。 

また、時間外勤務に伴うタクシー利用は、全

額病院負担であることを徹底すること。 

 看護タクシーについては、現状どおりとしたい。

時間外勤務命令により、公共交通機関が無くなり

タクシーを利用する場合は、公費で全額負担する

ことを徹底したい。 

(5) 精神医療センターの薬剤師に調整数１を支給

すること。 

現状どおりとしたい。 

(6)  薬剤師の抗がん剤ミキシングに手当を新設す

ること。 

現状どおりとしたい。 

(8) 医療観察法病棟職員の院外外出、外泊に対す

る特殊勤務手当を支給すること 

現状どおりとしたい。 

４ 時間外勤務、休暇の取得に関する要求 

(2) 院内研修・会議については、勤務時間内にす

ること。 

職員の心身の健康の保持やワーク・ライフ・

バランスの推進を図るためにも、時間外勤務

の縮減に努めていきたい。 

５ その他の要求 

(2)  職員のスキルアップにつながる研修、学会等

については、年休や週休で参加させるのではな

く旅行命令もしくは職免であることを徹底する

こと。 

研修、学会等に職務命令として参加する場

合は出張、職務上必要な教養に資する学術集

会等に所属長の承認を得て参加する場合は、

職務専念義務の免除としており、この趣旨を

再度徹底する。 

(4)  経営状況を理解するため、組合本部三役が病

院事業庁管理会議等に出席できるようにするこ

と。 

会議で配布される資料の提供について、検討し

たい。 

(5)  愛知病院の職員で借り上げマンション利用し

ている者が岡崎市へ派遣となった場合に、引き

続き借り上げマンションの制度が利用できるよ

うにすること。 

派遣者が不利な取扱いとならないよう、検討し

たい。 

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №110 2018年11月19日


